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慢性咳嗽治療剤の販売協業に関する覚書の締結 

 

 

 キョーリン製薬ホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区、社長：穂川稔）の子会社で

ある杏林製薬株式会社（以下杏林製薬）は、MSD株式会社（本社：東京都千代田区、社長：ヤニー・

ウェストハイゼン、以下 MSD）が開発中の難治性慢性咳嗽治療剤「MK-7264」について、同社と

日本国内における販売の協業に関する交渉権について覚書を締結しました。 

 

本覚書のもと、杏林製薬は、MSDが同化合物の承認申請を決定した後、販売協業に関する契約に

ついて優先的に交渉いたします。 

 

「MK-7264」はMerck & Co., Inc., Kenilworth, N.J., U.S.A.により創製された新規化合物で、

難治性慢性咳嗽の咳症状の改善が期待される薬剤です。現在、日本国内においては、MSD が Ph3

臨床試験を実施中です。 

 

杏林製薬は、今後とも重点領域（呼吸器・耳鼻科領域）における製品ラインナップの拡充を図り、

同領域でのさらなるプレゼンス向上を目指します。 

 

本件の 2020年 3月期の連結業績予想に与える影響はございません。 
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